
　令和になって初めての正月が過ぎました．皆さま，一年
のスタートを切られ，新年度の準備にお忙しい頃と思いま
す．現在，2 月の上旬に，この「あとがき」を書かせてい
ただいておりますが，ニュースの中心は，これまでに報告
されていない新型コロナウイルスに関連する呼吸器感染
症，つまり，新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の問
題です．中国湖北省武漢市を発祥とした本感染症は，一気
に，わが国を含めた海外に流行拡大したことはご存じの通
りです．グローバル化時代における新興感染症の脅威をあ
らためて認識しました．その一方，本感染症に関する重要
な研究成果が次々と発表され，遺伝子増幅法（リアルタイ
ム PCR 検査や PCR 検査）を中心とする新型コロナウイル
スの検査体制も構築されました．また，臨床検査の分野で
活躍されている微生物領域の専門家の方々は，マスメディ
アにおける啓発活動においても活躍されています．あらた
めて，臨床検査の重要性を認識しています．本号が皆さま
のお手元に届く頃には，この新型コロナウイルス感染症が
終息に向かっていることを願うばかりです．
　本号も，検体検査，生理検査ともにバランスよく盛りだ
くさんの内容です．「病気のはなし」では，遭遇する機会
が多いウイルス発疹症（単純疱疹，他）が取り上げられてい
ます．呼吸器はもちろんですが，皮膚もウイルス性疾患が
重要な器官系の 1 つです．もちろん，いつもの連載覧も充
実した内容になっています．ぜひ，最初から最後までお目
通しいただければと思います．� （矢冨　裕）
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あ と が き

編集室より
　最近，風邪を引いておらず，体調の良い日が続いていま
す．風邪予防のために通勤時にマスクを付けるのはもちろ
んのこと，十分な睡眠やこまめな手洗い・うがい，重ね着
をして身体を冷やさないことを意識しています．また，味
噌汁を毎朝飲むようにしたら体調を崩さなくなったような
気がしています．「長寿の方が多い村の村民は，他の村より
も味噌汁を飲む割合が高い」と健康番組でやっていまし
た．味噌汁健康法，おすすめします．� （T）

技術講座
一般：関節液中の結晶の鑑別方法 �  喜瀬高庸，他
一般・病理：尿中異型細胞からみた尿沈渣検査と 

尿細胞診検査　一般検査室と病理検査室の連携を
考える �  佐伯仁志

生化学：血漿蛋白異常の読み方　わが国における 
アミロイドーシス病型と診断法 �  矢﨑正英

トピックス
新生児における輸血療法の留意点 �  万木紀美子
高感度トロポニン測定の意義 �  倉林　学，他
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心房細動と認知症 �  長田　乾
遺伝子関連検査における国際規格 ISO 15189 
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腎機能評価に eGFR を用いる際の注意点 � 山本裕之
読者質問箱
偽性高カリウム血症はどんなときに 

起きるのですか？ �  清宮正徳
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